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令和５年度 第２回北海道観光審議会アドベンチャートラベル部会 議事録 

 

１ 日 時：令和５年 11 月 22 日（水）17:15～18:25 

２ 場 所： かでる 2.7 ７階 730 号室（ハイブリット開催） 

３ 出席者 

（１）北海道観光審議会 アドベンチャートラベル部会委員（五十音順） 

会場出席 鈴木委員、八木委員 

ZOOM   荒井委員、石山委員、矢ケ崎部会長 計５名 

欠席   高田委員 

（２）北海道（事務局） 

後藤ｱﾄﾞﾍﾞﾝﾁｬｰﾄﾗﾍﾞﾙ担当局長、輿水ｱﾄﾞﾍﾞﾝﾁｬｰﾄﾗﾍﾞﾙ担当課長ほか 

 

（輿水課長） 

それでは、本日出席の委員の皆様方お揃いですので、ただ今から令和５年度北海道観光審議

会第２回アドベンチャートラベル部会を開催いたします。本日はお忙しい中、ご出席いただき

ましてありがとうございます。道庁観光局の輿水です。議事に入るまでの間、進行を務めさせ

ていただきます。よろしくお願いします。 

本日の部会でございますけれども、委員６名中、高田様が都合により欠席ということで、５

名の出席をいただいております。それでは開会にあたりまして、アドベンチャートラベル担当

局長の後藤から、ご挨拶申し上げます。 

 

（後藤局長） 

はい。後藤です。いつもありがとうございます。２回目の部会ということでご多忙のところ

ありがとうございます。 

ATWS2023 の前回は簡単な報告をさせていただいたんですけれども、うちの実行委員会ももち

ろんですけど、JNTO さんですとか主催の ATTA もですね、結果の振り返りというか分析みたいな

ものが今進んでおります。 

私どもの実行委員会でも、年内に報告会を開催したいと思って準備をしているところですの

で、決定いたしましたら、皆様にもご案内させていただきたいと思います。 

この振り返りの中で言及されているのが、ガイドの育成、必要性っていうのはもう皆さんど

の組織も自分のところの集めた振り返りの中では言われているというお話で、数だけではなく

てやはり語学力などを含めて能力向上の取組が必要だっていうのは、皆さん、同じように言っ

ているというお話が聞こえております。 

北海道は、ATWS を見据えて、いろいろ、いち早く取り組んできたとはいえ、まだまだその充

足というところに向けては取り組みが、しなきゃいけないことがいっぱいあるのかなと。人材

育成というのは結局、とても時間がかかるので、次の世代、次の世代っていうその継続性も重

要なのかなというふうに考えていますので、皆さんのお力を借りながら、また引き続き取り組

み、進めていきたいと思っております。 

本日の部会では前回の部会で委員の皆様からいただいた意見を踏まえまして、事務局が提案

する、アドベンチャートラベルの山岳冬山の認定基準の設定や、アウトドアガイド及びアドベ

ンチャートラベルガイドの目標数値の設定についてもご審議いただきます。忌憚のないご意見

をいただきますようによろしくお願いいたします。 
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（輿水課長） 

本日の日程でございますけれども、遅くとも 19時までには、終了したいというふうに思って

おりますので、ご審議よろしくお願いいたします。それではこれからの議事進行につきまして

は、矢ケ崎部会長にお願いいたします。 

 

（矢ケ崎部会長） 

はい。矢ケ崎でございます。本日もどうぞよろしくお願いいたします。早速議事に入りたい

と思います。最初の議題はですね、アウトドア事業者等実態アンケートの中間報告ということ

で、こちらについて事務局よりご説明をよろしくお願いいたします。 

 

（輿水課長） 

はい。それでは資料 1をご覧いただきたいと思います。資料 1、アウトドアガイド等への実

態調査ということで中間報告となっております。こちらは 10 月 30 日から 11 月 10 日に北海道

アウトドアガイド及び北海道アドベンチャートラベルガイドに対しまして、ウェブ上でアンケ

ートを実施したものでございます。回答率は、ここにありますとおり 28％と、まだ低い状況で

はあるのですが、回答期限を過ぎた後も回答いただけていない方に直接訪問するなどして、回

答依頼しておりますので、ここの回答率はもう少し上げていくということでございます。今

は、中間報告という形で報告をさせていただきます。 

まず、ガイドの状況について、分析するに当たりまして、専業の方 35 名、兼業のうちガイド

業が主としている方 22名、この 57 名を 112 名の中からピックアップして、まとめたものでご

ざいます。 

１ページの活動形態のところでは、個人事業主が 53％と過半数を占めております。 

２ページ目をご覧いただきたいのですけれども、右側にあります営業ツールでございます

が、自社のホームページの回答が最も多く、次にツアーオペレーター経由となっているところ

です。 

次３ページ目をご覧ください。左側のグラフ、2023 年度のガイド従事日数の見込みでござい

ますが、101 日以上の方が 61％と大半を占めているところでございます。また右側のグラフの

収入状況ですが、400 万円未満と回答している方、このグラフで青っぽい色の三階層がありま

すけれども、その回答している方は、新型コロナウイルス感染症の最中ですとか、今年度につ

いても、依然 400 万円未満の方が多いという状況ではありますが、ご覧のとおり、2023 年度は

400 万円以上の回答者が、増加しているのかなというふうに見受けられます。これも、新型コ

ロナウイルス感染症の影響が落ち着いて、アウトドアガイドの利用者も増えているということ

が考えられます。 

４ページ目をご覧ください。左側のグラフをご覧ください。今の話とも重なる部分あります

けれども、顧客数の累計では、こちらも 2021 年度から 2023 年度にかけて、微増ではあります

けれども、300 人以上の回答が増加しているということがわかるかと思います。 

次に５ページ目をご覧ください。②北海道 LOVE 割・道民割事業についてでございますけれど

も、前回の部会で、北海道 LOVE 割の影響についてご意見がありましたものですから、アンケー

トを取る前に設問項目に追加をしてアンケートを実施したところでございます。グラフのとお

りで、事業終了後における売上の影響について、「大いに影響がある」、また「影響がある」

の回答を合わせると 65％となっておりまして、事業実施による誘客の効果はこの北海道 LOVE

割、一定の効果があったのかなというふうに考えているところでございます。 

続きまして６ページをご覧ください。③アドベンチャートラベルについてでございますけれ

ども、取り組み状況は、左側のグラフになりますが、すでにアドベンチャートラベルのガイド

に取り組まれている方の他、PSA・DOA 等に参加、それから行政等の AT関連事業の参加までを
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含めますと、６割の方が、何らかの取組を行っているというところです。一方、真ん中のグラ

フになりますけれども、アドベンチャートラベルの顧客数は、まだ、少なくて、今後の取り組

みとしては、アドベンチャートラベラーに向けたプロモーションが必要と考えられるところで

す。 

次７ページ目をご覧ください。アドベンチャートラベル振興の必要性について、というとこ

ろですが、「大いに振興するべき」、「振興するべき」、この二つ合わせると 95％となりま

す。またその右側になりますが、本道の AT における課題につきまして、ガイド等の育成・技術

向上、人材確保という回答が上位を占めているところです。 

最後に８ページ目になりますけれども、④北海道アドベンチャートラベルガイド資格につい

ての設問に対しまして、AT ガイドの資格については、約８割の方が関心があるということで回

答していただいております。一方、英語力につきましては「不得意」と回答している人が、同

じく８割ぐらいいらっしゃるということで、英語力の向上が課題と考えているところです。 

まだ中間報告ということですけれども、回答していただいている方の数を増やして、最終報

告ということで、できれば次回の部会の中でご説明できればというふうに考えております。事

務局からの説明は以上でございます。 

 

（矢ケ崎部会長） 

はい、ありがとうございました。中間報告ですけれどもある程度トレンド傾向が見えてくる

かなというふうにも感じております。今ご説明いただきました内容、ご意見やご質問等、委員

の皆様方、ございませんか。いかがですか。どうでしょう。 

委員の皆様からちょっとご意見感想なりいただく前に、私の方から一個だけ確認させてもら

っていいでしょうか。６ページなんですけれども、６ページのところの、○が三つあって向か

って一番左の取組状況なのですが、これはすでにガイド実施とか PSA・DOA に参加とかいう選択

肢でこれ 1個だけ選ぶやつですか。複数回答になるような選択肢のイメージがあったんですけ

れども。 

 

（輿水課長） 

はい。これは 1個の選択にしております。 

 

（矢ケ崎部会長） 

はい。わかりました。複数回答かなってちょっと思ったので。はい、了解です。もしよろし

ければ、ご感想なりとも頂戴できたらと思うんですけど。 

荒井委員いかがですか。こんな感じでしょうか。 

 

（荒井委員） 

実感としてはそうですね、みんな興味はある、だがしかし、そこまでやっぱりコストをかけ

て取りにいってメリットがあるのかって考えてる方が多分多くいる。 

一方で、僕らぐらいガイド 10 年ぐらいやってる人たちは、取るべきだな、って思っているの

が僕の実感値なんですよね。 

というのは、昔はガイド制度ができた頃、あってもそんなに意味ないよ、みたいなふうに僕

らも実は感じていたが、やっぱりインバウンドやるようになって、ぱっと見て、すぐにバッジ

があったらすぐに自分のポジショニングとか力を証明できるっていうのが大分普及してきてる

ので、私的にはですね、ガイドも５年 10年やってるメンバーに皆取れって言って、そこでどん

どん引き上げていくような動きをちょっとする必要があるなと感じてるのが私の実感値と今回

のこのアンケート結果を見たところです。だから結構あってるなと思ってます。 
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（矢ケ崎部会長） 

ありがとうございます。やっぱりムーブメント起こしていくのは、ガイド達にどれぐらいみ

たいなターゲットがありそうですよね。 

 

（荒井委員） 

はい。石山さんと、こないだも Leave No Trace とサステナビリティの研修をやっていますけ

れど、それをみんなそんな観点でどんどん取ってくれていますし、救急救命の方も WAFA の方も

僕らのガイドも、どんどん取っているので、この勢いをちょっと維持したいなっていうのが感

覚です。以上です。 

 

（矢ケ崎部会長） 

はい。ありがとうございます。石山委員いかがですか。 

 

（石山委員） 

はい。お疲れ様です。ご無沙汰してました。一回目すいませんでした。頂いた結果について

は特に違和感は全く感じていなくて、思ったよりしっかり認識していただいているのだなってい

うふうには思っています。 

あと、付け加えるのであれば、やはりガイドさん自体が、今後どのように取り組んでいくべ

きなのかなっていうところに、やっぱり濃淡がちょっと出ているような気がして、やはり、ある

程度こういうことを目指してるので、ご協力くださいみたいな筋があったほうがいいのかなって

いうのが一つと、もう一つはやはりアンケートでも、８ページになりますけど、やっぱり今、荒

井委員とＪＳＴＳ-Ｄでサステナビリティの研修とか野外救急とか全道で取り組んでますけど、

いわゆる資格的なもので自信をつけていくのも一つですけども、やはり英語力が不得意っていう

ところが明らかに今までで一番多いんじゃないかっていうくらいの８割以上の人が英語に不得意

感を感じていて、これがひいては、AT への関わり方への、やっぱりフィルターになってると思

いますので、ここを、ここまで正直にアンケートを書いていただいたものであれば、逆にその自

分が不得意から普通・得意になっていくために、どんなことを、どんなサポートがあったらいい

のかなっていうところを引き出していければ、全体のボトムアップには繋がるというふうにちょ

っと思いました。以上です。 

 

（矢ケ崎部会長） 

ありがとうございます。確かにはっきりと出てますから、かえって、じゃあ次どうするって

いうことも、道が見えてくるっていうところがございますですよね。 

ありがとうございます。鈴木委員いかがでしょう。 

 

（鈴木委員） 

はい。一つだけ。回答率がやっぱ 28％で、多分、このアンケートの発信が AT、アウトドアア

ドベンチャートラベルガイド資格制度についてのみたいな発信は多分、AT っていう名前につい

てますもんね。すごい意識高い系の方が答えてるんだろうなと思うんです。その 28％のやっぱ

り比率をもうちょっと上げないと。現実の裏で答えてない 300 人はすごく大事だと思んで、何と

かもうちょっと比率を上げられないかなあと思います。以上です。 

 

（矢ケ崎部会長） 

はい、ありがとうございます。この比率を上げるのは、これからも事務局の方で鋭意ご努力

いただくっていうことですよね。 
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（輿水課長） 

はい。前回令和 3年にアンケートを取った時も、実は中間報告の時には 20～30％程度で、そ

の時も、委員の皆様方からですね、ここの回答率を上げなければいけないというご意見をいた

だきまして、その後、電話等々でアンケート回答してくださいという呼びかけをした結果、5

割ぐらいまで上がりました。 

ですので、今回も同じような形でもう既に現地に行って直接アンケートをお願いしてきたり

もしてますが、引き続き、電話等も含めて、これからやっていきたいと考えております。 

 

（矢ケ崎部会長） 

はい、ありがとうございます。事務局にお手間ですけれども、少しでも回答いただけるよ

う、お願いいたします。 

では、八木委員お待たせしました、いかがでしょうか。今、データご覧なって、どうでしょ

う。 

 

（八木委員） 

私も鈴木委員と同じで、この数でどれぐらい精度が上げられるかわからないんですけれど

も、やはりアドベンチャートラベルの新しい制度とアドベンチャートラベルについての理解度

が４分の３は理解しているとはいえ、４分の１は十分わかっていないということと、新しい制

度についても、これだけの意識の高い人たちの中でも十分熟知されていないのではないかと思

いました。こういうすばらしい制度だったら、頑張って取ろうっていう感じにシフトしていな

いというのが、このグラフを見た感想です。 

 

（矢ケ崎部会長） 

はい、ありがとうございます。確かにそういう数字がちょっと無視できない割合で今の段階

でもございます。はい、ありがとうございます。 

今、各委員からのご指摘等を踏まえて、また引き続き、事務局の方で、最終取りまとめに向

けてご努力いただけますようお願いしたいと思います。 

それでは議題の次、二つ目に移ってまいりたいと思いますが、大丈夫でしょうか。二つ目は

ですね、北海道アドベンチャートラベルガイドの認定等制度の運用について事務局よりご説明

をお願いいたします。 

 

（輿水課長） 

はい。それでは資料２をご覧ください。前回の部会では、ガイド従事日数の推薦者につきまし

て推薦者を拡大し、既存の北海道アウトドアガイドの５分野につきましても、相当するものを追

加するということとともに、事業所に所属してる人については事業所からの証明があれば推薦者

を不要とするということで、このことについては了承いただいたところでございますが、山岳の

冬山分野と、サイドカントリー、バックカントリーの必要従事日数について、通算することを可

能とし、山岳冬山の従事日数を 200 日から、サイドカントリー、バックカントリーと同じ 120 日

に変更したい旨、ご意見をお諮りしたところでございます。 

委員の皆様方より、日数を短くすること、200 日を短くするということは、ご了承をいただい

ていたところですが、山岳の冬山分野と、サイドカントリー、バックカントリーの合算の仕方に

ついて、具体例で申し上げますと、山岳冬山だけ、120 日をやってこれでクリアしている人が、

冬山の実績だけで、バックカントリーに申請できるのかというようなご意見もいただいたところ

でございます。 

実態を踏まえまして検証するべきという意見をいただきましたので、そのご意見を受けまし
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て、事務局からですね、北海道山岳ガイド協会の役員の皆様にですね、ガイドの必要従事日数を

通算 120 日にすることについてご意見を伺いました。 

ヒアリングの概要は、①から③までそれぞれ各個別の意見が載せておりますが、すべて説明す

ると時間が足りなくなってしまいますので、図にまとめたものが２ページ目の中段以下になって

おります。 

専門家の皆様方からは、合わせて申請する場合、積雪期間から考慮して、冬山のガイド必要従

事日数、これが２年間で 120 日として合算させるということは、異論がなかったというところで

ございます。その合算の割合につきましては、サイドカントリー、バックカントリーのガイド従

事日数を、一定割合従事していることがやはり必要だと、冬山とサイドカントリー、バックカン

トリーではですね、やはり危険度も相当違うということもありますし、登り方それから降り方も

含めてですね、全く違うもの、ただ、共通している、冬山の危険性とかそういったものはありま

すというようなこともご意見としてはいただいておりまして、その一定割合従事しているという

ことが必要ですということについて、図に表しているとおり、120 日のうちの 2分の 1ですと

か、3分の 2ですとか、意見は割れたんですけれども、ご意見をいただいたところでございま

す。 

若い人がガイドされている方もいらっしゃいまして、若い人に関しましては、まだ固定客も取

れていないという方もいらっしゃったり、また兼業で、夜、飲食店で働いたりとか、そういった

ガイドの方もいらっしゃるという話も受けましてですね、120 日ではなくて、100 日で、若手の

ガイドに配慮して、申請を若い人にも申請をしていただくということであれば、2年間で 100 日

としても、この安全性というところでは問題がないというところもご意見をいただきまして、そ

の部分での 3分の 2以上をサイドカントリー、バックカントリーでカバーするということで、

100 日の 3分の 2ですので、66 日という数字になるんですけれども、切りの良い 70 日というこ

とにしまして、100 日に対しての 70 日をサイドカントリー、バックカントリーを必要従事日数

とするということで、事務局としては４番の事務局案に書いてある、今、ご説明したようなこと

で、事務局案としたいということでございます。３名の有識者の方にご意見を聞いた結果、この

ように事務局として案を作りましたので今日ご審議いただければと思います。 

 

（矢ケ崎部会長） 

はい、ありがとうございます。実際にバックカントリーのガイドをされていらっしゃる複数

の方からのご意見をまとめていただいての事務局案ということになります。 

いかがでしょうか。これについてご意見、いただければと思いますが、どうでしょう。 

 

（荒井委員） 

はい。 

 

（矢ケ崎部会長） 

はい。お願いします。 

 

（荒井委員） 

基準日の３分の２以上で冬山に合算っていうのは合理的だなと思いました。実際問題、自分

に当てはめたら、日数多すぎるなって。 

ただし、高田さんでしたかね前回ね、少なすぎたりするのも問題だっていう話だったので、

私も実感がわかなかったんですけど、この日数で、バックカントリースキーガイドの皆さんが

OK っていうのが、一番現場の現実的な数字かなと思いました。 

 



7 / 18 

（矢ケ崎部会長） 

はい、ありがとうございます。 

そうすると、荒井さんとしては事務局案は妥当ではないかという。 

 

（荒井委員） 

はい。今だから後は何がオチがあるのかなって、また次の何か何かしら考えはないのかなっ

て今も考えているのですが、今のところはわからないです。 

 

（矢ケ崎部会長） 

はい。ありがとうございます。他の委員の方々いかがですか。 

 

（石山委員） 

石山です。よろしいでしょうか。 

 

（矢ケ崎部会長） 

はいどうぞ。 

 

（石山委員） 

事務局案でいいと思います。現実的な日数だと思いますので、このぐらいの稼働で、バック

カントリー、サイドカントリーの比率が高ければ、よろしいかと思います。以上です。 

 

（矢ケ崎部会長） 

はい、ありがとうございます。会場にご出席のお二方、どんな感じでしょうか。 

 

（鈴木委員） 

はい。現実的で合理的だと、すごく事務局案に賛成です。一つだけ、若手の方を手挙げて欲

しいので、100 日まで下げるっていうところは非常に片方では大正解だと思うんですけど、そ

れでものすごいたくさんの人がなることはないか、そのようなことはないか。実は基準として

は 120 日の方が AT ガイド資格制度としては、威厳を守るのに良いんじゃないかとか、そういう

数の問題、そんなことよりもまずはたくさんの人に興味を持ってもらうべきなので 100 日にす

るとか、ちょっとその判断基準だけ、どうかなと思いました。 

 

（矢ケ崎部会長） 

はい。ありがとうございます。確かに今のご指摘の点っていうのは、ちょっと、説明はちゃ

んとできる方がいいですよね。はい。まず、八木委員のご意見もお伺いしてから事務局の方に

コメントいただきたいと思います。 

 

（八木委員） 

前回は出席できなかったので、日数については皆さんで十分に審議されたかと思います。役

員Ｃさんはニセコで山岳ガイドをされていますが、ニセコは山岳ガイドが非常に少ないエリア

で、しかもインバウンドが多く集まっていて、人手不足が深刻だと思います。 

今回、人材育成とか若手の育成が重要なテーマだと、最初のお話でも聞いていますので、役

員Ｃさんの意見というのは非常に大事な意見だと感じております。日数については、皆さんの

ご意見にお任せしたと思います。 

 



8 / 18 

（矢ケ崎部会長） 

はい、ありがとうございます。一旦この段階で、事務局の方でいかがですか、コメントいた

だけますか。 

 

（輿水課長） 

はい。ご意見ありがとうございます。３人の方に意見を聞きしまして、最近の冬山の状況に

ついても、いろいろ聞いたところでございます。やはり暖冬化というところもありましてです

ね、だんだん冬山に登れる期間が短くなってきてしまっているということで、もう 12 月も押し

迫ってこないとなかなか登っていけないし、ゴールデンウィークぐらいまでという所であると

日数も昔より大分少なくなってきているというような話も聞いております。 

また、これもその傾向は今後も続くのかなっていうところもありまして、実際、役員Ｂさん

に関しましては、バックカントリーとかもやっておりますけれども、役員Ｂさんでさえ、120

日ぐらいが稼動してる日数だというようなことも話しておりました。 

ですので、やはり若手の方にもですね、このガイドの資格ももっともっと取ってたくさん取

っていただきたいというところが、道の考えとしてもありますし、私も役員Ｃさんに直接ヒア

リングをしたんですけれども、若手が 100 日ということで、本当に大丈夫でしょうかというこ

とも念押しさせて聞かせていただきました。そこの部分では安全面では 100 日であっても全然

大丈夫ですよということで、ご回答いただけましたので、今回 100 日ということで、提案をさ

せていただいたところです。 

 

（矢ケ崎部会長） 

はい、ありがとうございました。実際、念押しもしていただいたということで。 

はい、どうぞ。荒井さんどうぞ。 

 

（荒井委員） 

日数に関してはおっしゃるとおりで、僕も実は 100 日で十分かなと思ってます。 

実際問題としては、だって 12 月 1、２、３、４月いっぱいとかなので、月に 10 日間の稼働で

１年間で 50 日とかそのぐらいだなって僕ちょっと見積もってて、そうすると毎週末ぐらいです

よね。なんか、確かにそのぐらいが何か妥当だって本当に思ってて、それで 2年間で何とか月

10～12 日間を 2年間やるぐらいは、妥当だなと、確かにそれが 120 日に伸びようが 100 日に伸

びようがそこでそんなになんか能力的にとか、経験的に差が出るっていうのもないのかなって

考えると、僕は役員Ｃさんの意見は妥当だなって思いました。 

若手に配慮するというのを置いといたとしても、なんかそのぐらいが現実的な数だなと思い

ました。以上です。 

 

（矢ケ崎部会長） 

ありがとうございます。 

それでは、もしご異論なければ、事務局案ということで、私たちは合意をしたということに

させていただきたいと思いますが、よろしいですか。はい。ありがとうございます。 

 

（荒井委員） 

120 日って言ってくださった役員Ａさんにもう一言聞いておくみたいな感じじゃないですか

ね。Ａさん 120 日って言ったんだけど、下げるわけですから。ちょっと気になりました。この

プロセスとして。 
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（矢ケ崎部会長） 

はい。ご配慮ありがとうございました。やっぱりそのフィードバックも大事だと思いますの

でどうぞ事務局の方で、ご対応くださいますようお願いいたします。 

 

（輿水課長） 

わかりました。 

 

（矢ケ崎部会長） 

はい。ありがとうございます。では三つ目の議題ですね、北海道アウトドア活動振興推進計

画の中に指標があります。その指標のうちですね、北海道アウトドア資格保持者数、資格の保

持者数の目標設定です。これについて事務局の方でご説明をお願いしたいと思います。お願い

します。 

 

（輿水課長） 

資料３－１をご覧ください。北海道アドベンチャートラベルガイドの創設に当たりまして、

北海道アウトドアガイド資格制度につきましては、引き続き制度を維持していくということに

なりましたので、従前の北海道知事認定アウトドアガイド資格保持者数の増加の指標を残しま

して、アドベンチャートラベルガイド数の増加の指標を加えた二つの指標としたいと、前回の

部会の中で事務局からご説明をさせていただきまして、この二つの制度の指標を設定するとい

うことについては、ご理解をいただいたところでございました。 

北海道知事認定アウトドアガイドの資格保持者数の増加につきましては、委員の方々より、

修学旅行のエージェントなどが、北海道アウトドアガイド資格制度を持っているガイドが足り

ないというような声がもし出ているのであれば、10％という指標を前回ご提示させていただい

たんですけれども、20％とか、30％とか、そういう目標にしていかなければいけないかもしれ

ないというようなご意見も頂きました。 

このため、ANTA 及び北海道観光振興機構の方からですね、道内エージェントを紹介していた

だきまして、ヒアリングを行ったところでございます。 

ヒアリングの内容につきましては、この資料の３、関係者へのヒアリングのところに記載を

しております。２ページ目になりますけれども、ヒアリングの結果、教育旅行で多く採用され

ているラフティングがあるんですけれども、ガイド不足というよりも、ガイド不足で行程の変

更を余儀なくされたという事例は、どちらかというと少なくて、ボートの数が不足しているで

すとか、どうしても修学旅行シーズン、小学生なり、高校生なり、時期が重なってくるという

ところから、特定の川ですとか、時間に集中してしまって行程が組めないですとか、そのガイ

ドの数と別の理由によるものが多いということがヒアリングの結果、導き出されました。 

事務局案としてはですね、指標設定の基準年である令和２年度のガイド数、これが 500 人で

あったものですから、今、令和４年度、昨年度の末ですね、令和 5年 3月 31 日現在で、実は

500 人から 528 人まで、数字としては増えて、ガイド数としては増えてきているところでござ

います。計画期間も残り２年となるというところでございまして、事務局案としては、前回同

様、前回、達成できなかった前期の第４期の計画の時に達成できなかった 10％の増加の目標、

これを据え置きとしてですね、500 人から 10％を増やした 550 人を、令和７年度の目標指標と

したいということで考えております。 

ただし今後もですね、引き続き、教育旅行エージェントですとか、アウトドアガイド、ATガ

イド等へのヒアリングも引き続き継続していきまして、また次期計画の時に再検討、このガイ

ド数の指標については再検討していきたいということで考えておりますが、今回につきまして

は前回と同様の 10％増ということを、もう一度事務局案として、提示させていただきたいとい



10 / 18 

うことで今日ご審議いただきたいと思います。 

 

（矢ケ崎部会長） 

はい。ご説明ありがとうございました。前回の委員からの意見を踏まえて、改めて作業して

いただいた上での事務局案の提示がありました。 

これについて皆様方からご意見を頂戴していきたいと思いますが、どなたからでも結構です

ので、いかがですか。すみません、会場のお２人の場合は、ちょっと私の方で、見えづらいの

でどうぞ音声でガッと発言していただけると大変ありがたく存じます。 

 

（鈴木委員） 

前回僕が足りんのかっていう話をしてたんで、聞いてくださってありがとうございます。 

このちゃんと裏付けも含めて、論理的に良いと思います。 

全然別件で一つだけ。ものすごい今高齢化が進んでるイメージがあって、単純に 10％アップ

ってもちろん目指す目標として今回設定するんですけど、なんかその若手に若い方々にもう 1

回、アウトドアガイドっていう仕事っていうのは認識する、要は働きかけとか、多分そういう

ことも必要になってくるんだろうな思います。もう終わりだね俺たち的な 50 後半から 60 ぐら

いの方がすごいいっぱいいて、実は犬ぞりのすごい南富良野の大事なガイドさんも、この前練

習中に転んじゃって怪我しちゃったんですよね。最近、すごく高齢化の危機感を感じていま

す。 

 

（矢ケ崎部会長） 

はい、ありがとうございます。人数も大事だけど、年齢構成っていうか、中身ですよね。 

ありがとうございます。他にいかがですか。荒井さんミュート外れてきっとお話しされる体

制になってるところかと思います。 

 

（荒井委員） 

シンプルに事務局案に賛成ですということでした。以上です。 

 

（矢ケ崎部会長） 

はい、ありがとうございます。石山委員いかがですか。 

 

（石山委員） 

はい、数自体は賛成です。ただまあ、数だけを追うのではなくて、例えば、先ほどのアンケ

ートでもレスが 28％をという形になっていたり、いかに資格を持ってた人がちゃんと活動でき

るかっていう活動しているかっていうところが、多分一番大事な部分だと思うんで、それもち

ゃんと併せ持った形になればいいのかなと思ってます。以上です。 

 

（矢ケ崎部会長） 

ありがとうございます。ではお待たせしました。八木委員ご発言をお願いいたします。 

 

（八木委員） 

こちらも前回の審議に参加していなかったので、この増加率に関しましては皆さん問題ない

ということで、私も問題ありません。ただ、この数が北海道にいる全体のガイドの中で、職業

としている人が北海道にどれぐらいいて、そのうち 500 人ってどれぐらいの割合なのか、私は

そちらの方が気になりました。500 人が 550 人になったことが、全体の中でかなり数を上げてい
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ると感じるものなのかがわかりません。私はその全体の数字、179 市町村にガイドが何人いて、

その中の何％が取得しているのかを知りたいです。できるだけ 100％に近づけるというか、過去

の部会でも発言したんですけど、医者とか弁護士で資格がないのにやってる人がいないよう

に、北海道では資格がある方がガイドをやっていて当たり前というような状態に持っていけれ

ばと、この制度について考えていたので、そういうふうに感じました。 

 

（矢ケ崎部会長） 

はい。どうもありがとうございます。 

それでは皆様のご意見、事務局案は、これでよろしいだろうということだと思いますけれど

も、いくつかコメントをも頂いております。それも含めて事務局から今の段階でお話できるこ

とで結構ですので、少しコメント頂けますか。 

 

（輿水課長） 

はい。今、八木委員から発言があったことを、令和３年度でしたか４年度でしたか、部会の

中で、ご発言があったなっていうことで、私も記憶しておりました。その時には、このガイド

の全体のアウトドアガイドの資格認定を受けている以外の方のガイドの数というのはですね、

なかなか追い切れないというようなご回答させていただいたと思いますけれども、それで今の

日本の制度上は、ガイドの資格がないからガイドができないというような制度ではないので、

そこは誰でもガイドが実際にできてしまうというところがありますので、実際のガイドの方が

どのぐらいいるのかっていうのは、数字としては把握しておりませんけれども、道としては、

道民の皆さん、また道内にアウトドアを楽しみに来ていただく道外、外国人の方々に、安心安

全でこの北海道のアウトドアガイドを楽しんでいただくという、もともとのこの趣旨という

か、思想というか、それを達成するために、ガイドの数を増やしていきたいというところは、

考えているところです。 

また、先ほど、高齢化が進んでいるという話がありました。平成 14 年度からこの制度を開始

して、もう 20 年以上が過ぎ去っています。その 20 年という月日をガイドの皆様方もですね、

継続している方は同じように、年齢を重ねていただいているので、どうしても高齢化が進んで

きているというところは否めないというところだと思います。そういった面では、若い人たち

にも、ガイドっていうところに興味を持っていただくということが大事だと思いますし、まあ

そこは何度も議論が出ているように、ガイドっていうものが夢の持てる稼げるガイドであるっ

ていうことが大事だというふうに思いますので、そういう制度に北海道アウトドアガイド、AT

ガイドも含めてなるように、これからやっていかなければいけないと思ってますし、こんな話

して良いのかわかりませんが、今年、札幌大学に私、臨時講師で呼ばれまして、北海道アウト

ドアガイドのことを講義させていただきました。その中で、なるべくガイドに興味を持ってい

ただけるように説明はしたつもりです。そのあとのアンケートの中では、全然知らない制度

で、ガイドについて興味を持ったっていうような嬉しい言葉も頂いたので、そういうような機

会もですね、今後、積極的に我々も受けて、若手の方がガイドになってくれる関係づくり、そ

れはやっていきたいというふうに思っておりますので、委員の皆様方にもご協力よろしくお願

いしたいと思います。ご意見ありがとうございました。 

 

（矢ケ崎部会長） 

はい、事務局からの前向きなコメントも大変ありがとうございました。 

では、事務局案をベースに進めていただくということで、また同時に、この数も大事ですけ

れども、より多くの方々にガイドという、お仕事の魅力が伝わるように、同時に、こういった

広報的な取り組みもしっかり忘れずやっていくっていうことも大事だと思いますので、よろし
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くお願いしたいと思います。 

それではですね、次の議題はアドベンチャートラベルガイドの目標設定ということです。こ

れについても事務局からのご説明、まず、よろしくお願いします。 

 

（輿水課長） 

資料３－２をご覧ください。前回の部会でご説明しましたとおり、９月 30 日現在の北海道ア

ドベンチャートラベルガイドの認定者数、こちらの資料にありますとおり、延べ人数で 19名と

なっております。 

前回の部会では、委員の皆様から AT 資格制度のガイドを北海道は増やさなければいけないと

いうのは、これまでの AT の取り込みの文脈上、間違いない流れだというご意見ですとか、中身

がしっかりできている方の数を固めて、第一段階は経ていかないと、その先に広がっていかな

いと、見えてこないと、そういう実態を踏まえた数字で、この指標の設定を落としどころとし

ていかなければいけないというようなご意見もいただいたところでございます。 

それで事務局ではですね、今年９月に開催されました ATWS2023 の PSA・DOA において、実行

委員会が把握しております、体験ツアーでの実際にガイドされた人のうちですね、北海道アド

ベンチャートラベル認定制度に必要な資格を持ってるガイド様、サイクリングの資格ですと

か、北海道アウトドアガイドの資格ですとか、山岳ガイド協会の認定ガイドの資格ですとか、

あるいはスルーガイドに繋がる通訳案内士の資格ですとか、そういった数を一人一人精査させ

ていただきまして、加えて、既に ATWS ではガイドをしていなかったけれども、すでに認定のア

ドベンチャートラベルガイドとなっている方、この人数を積み上げた結果、こちらの資料にあ

りますとおり、76 名となりました。 

これらの方々につきましては、最低限、これから我々アドベンチャートラベルガイドの申請

を呼びかける、促していくということをやっていくということになるかと思います。 

引き続き、山岳ガイド協会ですとか、通訳案内士協会などの業界団体を通じて、呼びかけ、

通訳案内士協会につきましては過日、今月の 1日でございますけれどもそれに、協会の理事長

にご説明をさせていただきまして、周知も行ったところでございます。 

さらには、現在実施している技能能力向上のための研修の受講生にも積極的に制度の周知を

行っていくことでですね、この 76名から上乗せをさらにしまして、全体で 100 人というところ

を目標としたいというふうに考えているところでございます。事務局の説明は以上です。 

 

（矢ケ崎部会長） 

はい。どうもありがとうございます。こちらの数値も前回の委員会での検討を踏まえて、再

度見直しをしての事務局再提案ということになります。 

では、100 名ということでありますけれども皆様からご意見伺ってまいりたいと思います。

どなたからでも結構ですいかがですか。 

 

（荒井委員） 

はい。 

 

（矢ケ崎部会長） 

荒井さん。はい、どうぞ。 

 

（荒井委員） 

これはいけると思います。いけると思いますって、変ですけど、ずっとやってるガイドが次

のステップに行くのに、みんな興味もあるしチャレンジしたい内容だなと思っていて、ただ手



13 / 18 

続きが面倒なので、プッシュしないといけない。ていうのを実際うちのスタッフにまずやって

ます。以上です。 

 

（矢ケ崎部会長） 

はい。ありがとうございます。他はいかがでしょうか。どなたからでも。 

鈴木委員、お願いします。 

 

（鈴木委員） 

人数は本当に多ければ多い方がいいと思いますし、逆に言うと今目の前でリストアップした

人達全員に取らせるという目標ですよね。非常にチャレンジだなというふうに思いました。 

でも、この目標を置くのはいいと思います。これいつまでにっていう期限を切るんでしたっ

け。 

 

（輿水委員） 

Ｒ７年度でございます。 

 

（鈴木委員） 

それは今こうですよね。６、７の終わりに 100 になっている。すごいですね。荒井さんも今

なんか良いって言ったんで良いと思います。 

 

（荒井委員） 

いけると思う。これは、僕らの仕事です。 

 

（鈴木委員） 

そうね。だからそれと同時進行で、この AT ガイド資格制度を取るとメリットがあるってい

う、この間のホームページの話もそうですけど、何かしらのプッシュ要因がないと、取った方

が良いよって荒井さんが言うだけじゃやっぱり、皆、うんなんて言わないでしょ。ていうとこ

ろが、凄く感じました。 

後あの、通訳案内士じゃなくてもスルーガイドは OK ですよね。別に資格を持ってなくても。 

 

（輿水課長） 

そうですね。英語の資格を持っていれば、通訳案内士でなくても大丈夫です。はい。 

 

（鈴木委員） 

なんか、通訳案内士って書いちゃったら、またね、法律変わったのに、あれまたダメなのか

って話に見えたら嫌だなと思いました。 

 

（矢ケ崎部会長） 

はい。ありがとうございます。石山委員いかがですか。 

 

（石山委員） 

ガイドの数については、問題ございません。これでいいと思います。 

（矢ケ崎部会長） 

はい、ありがとうございます。毎回トリを取っていただいて恐縮ですが、八木委員お願いし

たいと思います。 
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（八木委員） 

初めての制度ですので、100 っていうのはわかりやすく、かつ、気合いが入った数字なので良

いかと思います。 

実際に北海道アウトドアガイド資格を持っている方が 500 数十人ということで、延べ人数と

しての 100 人なので、リアルに 100 人ぐらい出てくれたらすごく頼もしいなと思いました。 

 

（矢ケ崎部会長） 

はい、ありがとうございます。それでは事務局提案の 100 名ということで、令和 7年度末段

階では 100 名いるっていう、そういうことですよね。そういう目標ですよね。 

 

（輿水課長） 

そういう目標です。 

 

（鈴木委員） 

すごいな。 

 

（鈴木委員） 

荒井さん５個ぐらい取らなきゃ駄目なんじゃないの。 

 

（矢ケ崎部会長） 

荒井さん数数えてください。はい。それでは、ある意味意欲的ではありますけれども、でも

やれるんじゃないかっていう手ごたえを持ってらっしゃる方々もいらっしゃるという、非常に

心強い数字でもあると思います。 

この事務局案で進めていっていただくということで、皆様のご異論がないようですので、よ

ろしくお願いいたします。事務局何かコメントございますか。 

 

（輿水課長） 

はい。頑張りますということです。 

 

（矢ケ崎部会長） 

はい、ありがとうございます。事務局だけではなくみんなでやっていくっていうことだと思

いますし、プッシュ要因についても、もっといろいろ考えなきゃいけないかもしれませんけれ

ども、目標としては、良い目標が設定されるのではないかなというふうに私もちょっと思った

りいたします。はい、ありがとうございました。 

本日の議事は皆様方の大変ご協力をいただきましてサクサクと進みましたので、非常に速い

ペースで来ております。議事は以上なんですけれども全体を通して、何かご意見、発言し忘れ

ていることであるとか全体を通しての感想であるとか、何でも結構ですので、少し、ご発言を

いただければと思います。何かございますでしょうか。 

 

 

（鈴木委員） 

はい。 

 

 



15 / 18 

（矢ケ崎部会長） 

どうぞ。 

 

（鈴木委員） 

今日この場でなくてもいいんですけど、前回のホームページの議論だったり、先ほどのずっ

と北海道アウトドアガイド資格制度が、あんなにすばらしい制度を作ったのに、途中でああだ

こうだ文句を言われるとか、実際にその喉乾いてない人にこの資格制度を提供しても多分飲ま

ないと思うんですよね、水を。やっぱりそのさっきプッシュ要因って先生おっしゃったとお

り、この資格制度を取るとこんなメリットがあるよっていうことをいかに用意するか、もうい

かにカッコ良く皆に見せて、皆にＰＲして、皆で称賛して、皆の回りで進めてっていうことを

やっぱり同時に考えていかないといけないなと思います。 

 

（矢ケ崎部会長） 

そうですね。はい。本当にそうだと思います。ありがとうございます。 

今、鈴木委員からご指摘ありましたけれども、私も前回の議題の中でホームページのことを

気になってます。なので是非、検討進めていただき共有いただけると大変ありがたいと思いま

す。もちろん次回で結構ですので。荒井委員いかがですか。 

 

（荒井委員） 

私もちょっと決意表明的になりますが、若いガイドが育ってないとか入っていない問題は、

僕らの責任だなあと思ってまして、頑張ります。以上です。 

 

（矢ケ崎部会長） 

そんな荒井さんの責任ではないと思いますが。 

 

（荒井委員） 

でも、実際問題、大雪山の旭岳の周辺のガイドをリストアップすると、確かに私 2000 年に東

川に引っ越したんですが、その後来たなって人、僕よりも年下の人はそんなに多くないです。

４人、５人ぐらいです。だから 20年で５人ですよ。そういうふうに考えると。20代でパッと

思いつく地元に住んでるガイドはいないです。 

 

（矢ケ崎部会長） 

なるほど。 

 

（荒井委員） 

札幌から来る人はいます。色んなとこ行ってるようなガイドさん。はい。以上です。 

 

（矢ケ崎部会長） 

プッシュ要因も、ガイドさんになると、こんなに素晴らしいですよっていう、みんなで盛り

上げていくっていうことの中で、特にやっぱり若者については、重点ターゲットとしてやっぱり

考えていかなきゃいけない感じですね。 

はい。石山委員いかがでしょうか。 

（石山委員） 

難しい問題ですよね。いかにメリット、当然メリットもあるけども、そこに至るデメリット

とかもちゃんと話をして納得して、新しくアウトドアガイドを目指してもらえれば良いなと思
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っています。 

そのためは、ここの議論だけではなくて北海道の観光政策全体の話になってくると思うの

で、その辺がうまくミックスしていけばいいなっていうふうに思います。以上です。 

 

（矢ケ崎部会長） 

はい。ありがとうございます。 

確かに、良いお客さんが来続けるっていう。こっちのお客さんが来続けるっていうところな

んかは北海道全体で取り組まなきゃいけないっていう話も随分あると思いますので、やっぱり

みんなでやっていかなきゃいけないかなあという気がしますねえ。はい。すいません。 

八木委員いかがですか。 

 

（八木委員） 

先ほどガイドの数について過去の意見を繰り返しましたが、同じ意見をまた言ってしまった

のは、今年の夏に雑誌「北海道生活」でアウトドアガイドの特集をさせていただいたからで

す。鈴木さんや皆さんにもお世話になったんですが、一般のお客さんにはなかなか伝わりづら

い、ガイドさんと旅をする魅力、しかも、ちゃんとしたガイドさんとワイルドな北海道を安心

して楽しむ魅力っていうのを、今回、私が AT 部会で全く知らないところから学ばせていただい

た結果として特集させていただきました。 

その際、意外と資格を持っていないガイドさんが多かったのです。ちゃんと資格を持ってい

てやってる人っていうのが結構限られていて、その人を探すのにかなり苦労したっていう経緯

があったので、先ほどそういうお話をさせていただきました。 

資格を持っていない人に、どうして資格取らないのか聞くと、「資格はなくても仕事はもら

えるし、メリットがないから」と皆さん異口同音におっしゃる。良い制度なのに、「別になく

ても仕事もらえるのに、なんか取る必要がある？」っていうふうに言われてしまう。そこは私

もすごく忸怩たる思いがあって、強制的に医師免許みたいにするっていうのはちょっと暴論か

もしれませんけれども、これまでの議論にも出たとおり、この資格を持っている方が必ずお仕

事をもらえて、生活が潤うっていう、そういった安心した資格であれば、若い方はどんどん増

えてくると思うんですよね。 

農業でも、休みなく頑張って北海道の土地と戦って新規就農したっていう人たちは過去の話

で、今では、非常に組合とかがしっかりしていて、休みもちゃんともらえるし、こういうふう

な計画で農業ってできるんですよと、制度が整ってきている地域がいくつかあり、そういった

ところに若い方が新規就農で参加しているという現状もあります。この制度もブラッシュアッ

プされて、受け入れる箱というか土壌がしっかりしてくれば、おのずと若い人たちが安心し

て、または道外から移住してきてこういう仕事を目指して来るのではないかと思いました。 

 

（矢ケ崎部会長） 

はい、ありがとうございます。北海道で住むっていうことに価値を見出してくださる、ある

いは北海道で住むと子育てがとってもしやすくて、子供の教育にも良くて、だから北海道を目

指したいっていう移住系の人達の中で、ガイドを目指す人が一定割合出ると、これはまたちょ

っと素敵なことだなあというふうにも思ったりしますね。 

とにかくガイドということで焦点当てていますけれども、なかなか昔から日本にはガイド文

化がしっかりなかった中で、インバウンドの影響もあって、ガイドっていうものをしっかり北

海道ではしっかり作っていこうというふうになると、ガイドのことだけじゃなくてすごくいろ

んなところが協力して、底上げをしていかないと難しいのかなっていうことを皆様のお話から

改めて思ったりいたしました。 
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鈴木さんどうですか。 

 

（鈴木部会長） 

はい。やっぱりメリットを出してあげたいんですよね。 

八木さんが作ってくれたあの本て、実は載ってる人すごいうれしくて。いやそうですよ、だ

ってあそこに紹介してもらったっていうのはある程度ステータスもらったぐらいになるわけで

すよね。 

だから、もしかしたら、表彰制度、矢ケ﨑先生と一緒に入りましたけど、地球の歩き方さん

が、本当に、プライベートの会社なのに、日本全国のガイド表彰制度を作ろうって今動いてら

っしゃるんですけど。まさに北海道は、アウトドアのガイドで AT資格制度を持ってしっかりや

っている人を表彰するんですとか、表彰していけば、多分、海外のエージェントにしろ国内の

DMC にしろ、やっぱ当然興味を持ってくると思うんですよね。 

だからそういう意味では、何かしらのちゃんとステータスを与えてあげるような仕組み、さ

っき矢ケ崎先生おっしゃったとおり、案外北海道のガイドって移住者が多いんです。地元の方

って地元の自然の価値ってなかなか気づかない、もしくは、それを生業にしようという方って

そんなに多くなかったと思うんですけど、そういう意味ではまさに地域における暮らしを維持

できる仕事として、やっぱガイドの制度が、本来 AT ってそのために作ったはずですから。そこ

をぜひ進めていきたいなと思うのが一つ。 

もう一つ、さっき観光振興機構の会議だったんですけど、理事会で出てたのは、シャノンさ

んが ATWS 終わって、素晴らしい、北海道は最強である、今まで 19 回の ATWS でベストだったっ

て言ったんですって。 

しかし、調査にあったとおり、ガイドが面白おかしく、本当に楽しみ方を伝えるための英語

力、ここだけ揃えばもう 100 点だよって、シャノンがまた言ってたんですって、大阪のシンポ

ジウムで。だから、何が言いたいかというと、機構では、実はリクルートさんと相談して、機

構の会員とかに英語のスクーリング？何て言うんですか、Web セミナー、Web 研修、の仕組みを

作れないかって相談してるんだそうです。 

なんか、AT ガイド資格制度取ったら、無料で端末で英語勉強できる資格が得られるとか、な

んかそういうメリットも是非、そんなに大した予算がかかんないと思うので、検討していただ

ければなと思いました。 

 

（矢ケ崎部会長） 

はい、ありがとうございます。今ご指摘の英語力の向上っていうのはきっと今ご提案があっ

たようなことを含めた、あの手この手でやっていかないと、きっと。それが 10 年かけて上がれ

ば良いって話ではなくて、令和 7年までにビシッとて上げていくみたいなことも考えると、ち

ょっとここも真剣に考えたほうが良いというふうには思います。 

はい、ご指摘ありがとうございました。他の委員の皆様方は追加のご発言いかがですか。大

丈夫ですか。はい、ありがとうございます。 

それでは今日はですね、基本的に事務局ご提案の案がビシッと通っておりますので、事務局

はその点ご安心をしていただきたいと思いますが、進めていく上での留意点であるとか、それ

から新たな課題なんかも、今のご発言で幾つか見えてきております。また、いつも事務局さん

にはいろんなお願いしてお手間ばかりで恐縮ですけれども、踏まえていただいて次回また開催

していただければと思います。 

では、司会進行は事務局の方にお返しいたしますので、以降、よろしくお願いいたします。

皆様今日もご協力大変ありがとうございました。 
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（輿水課長） 

矢ケ崎部会長ありがとうございました。本日の議事は以上になります。今日は 3点、指標等

に関してご提案をさせていただいた点、すべて皆様方に承認していただいたということになり

まして、今日でまとまらないかなと思ってもおりました。 

なのでですね、また、次回もやるつもりではいたんですけれども、皆さん方のご意見で、大

丈夫だということで承認していただきましたので、今後、この指標につきましては、これから

道議会の方にパブコメをするという報告をさせていただきまして、パブコメをしまして、それ

を受けて、今度は北海道観光審議会、この部会の親会の方にですね、会を開くというわけでは

なくて審議会の委員になってる方の皆様方に文書で報告するという手順で進めていくというこ

とになります。 

本部会でございますけれども、今日、一定程度、方向性が決まりましたので、年度内はもう

開催しないというのではなくて、もう１回か２回開催をさせていただきまして、先ほど皆様方

からご意見等もありました、いろんな課題等について、審議を諮りたいというふうに考えてお

ります。 

まさに先ほど鈴木委員がおっしゃっていただいた表彰の部分なんですけれども、表彰制度と

いうところ部会の中で議論していきたいなというふうに考えていたところでございます。でき

れば来年度から表彰制度というのをスタートすべく委員の皆様のご意見を伺いながら、どうい

う制度にしたら良いのかっていうのをですね、考えていきたいというふうに考えていたところ

ですので、ちょうどいいご意見をいただきましたので、次回以降、そこのところも、議論させ

ていただきたいですし、前回、ご説明がちょっと中途半端に終わってしまいましたがホームペ

ージ等々についても決して我々忘れているわけではございませんで、今日はこの指標の議論に

時間がかかるかと思いまして、議題を絞らせていただいたんですが、ホームページ等につきま

しても、また、皆様方にご報告というかですね、話をさせていただきたいというふうに思って

おります。 

また、メリットの部分もですね、今はまだ言えませんけれども、これから、令和６年度の予

算要求が道でも始まってきます。その中でも、AT ガイドさんだけのメリットというご意見をい

ただきましたが、そういったところができるのか検討をしております。これは予算要求なの

で、最後まで我々が頑張っていかなければいけないというところですが、まだ今の段階では言

えるところは無いんですけれども、大体予算が決まってきた時点でご報告できるよう、我々も

頑張っていきたいなっていうふうに思っております。 

次回も、今言ったようなことを議論させていただくべく、また日程調整をさせていただきた

いと思います。年内はですね、かなりちょっと年の瀬も迫ってきておりますので難しいかなあ

と思います。ちょっと幅広で、年度後半も含めて、今年の後半も含めて 1月ぐらいまでの日程

の中で、皆様方の日程調整をさせていただきたいというふうに考えておりますので、よろしく

お願いいたします。 

本日は本当に長時間にわたりましてご議論いただきましてありがとうございました。 

これをもちまして、令和５年度第２回アドベンチャートラベル部会を閉会させていただきま

す。本日はありがとうございました。 


